
BLU のクロスオーバーについて  1 / 2 

 
 

この資料に記載されている内容に従って発生したいかなる損害に対しても、弊社はその責任を負いません。 
 

Audio Architect ヘルプ よくある質問(FAQ) 

制作：ヒビノ株式会社

更新日：2017 年 5 月 1 日

 Audio Architect バージョン：v1.96.0

BLU のクロスオーバーについて 

 

BLU のクロスオーバーオブジェクトの出力信号は、 

初期設定では出力若番から、Low→High の順番で並んでいます。 

 

ステレオの場合は出力若番から、 

 LPF-L 

 LPF-R 

 Low-L 

 Low-R 

 Low-Mid-L 

 Low-Mid-R 

 High-Mid-L 

 High-Mid-R 

 High-L 

 High-R 

 HPF-L 

 HPF-R 

となります。 

 

 

  

「DELAY」、「PHASE」などを 

追加したい場合は「Options」 

から設定してください 
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プロパティーエリアでフィルターやディレイ、フェイズなどの設定などが行えます。 

ここのフィルタ設定が、OUT になっていると、オブジェクト内部のフィルタプルダウン選択

で OUT しか選択できなくなります。 

 

 

 

 

 

「Low Frequency Optimization」は、DSP 負荷が多少増えますが、音質が良くなりますので、 

通常はチェックを入れたままにしてください。 


